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切り花経営を始めたい！
　 初歩からの実践講座 4

アルストロメリアの
栽培方法

・・・
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
特
性
・・・・・・・・

新
規
１
年
目
で
す
が
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ

ア
の
生
産
を
考
え
て
い
ま
す
。
ア
ル
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

温
度
条
件
さ
え
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
生
育

旺
盛
で
収
穫
本
数
も
多
く
、
収
益
性
が
見

込
め
る
品
目
で
す
。

　

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
秋
〜
冬
季
に
多
日
照
で
、
周
年

の
ハ
ウ
ス
内
最
高
気
温
と
地
温
が
25
℃
を
大
き
く
上
回
ら

な
い
地
域
で
生
産
性
が
高
く
、
栽
培
適
地
と
な
り
ま
す
。

寒
冷
地
お
よ
び
寒
地
の
よ
う
な
冷
涼
地
や
、
地
中
冷
却
設

備
を
駆
使
し
て
地
温
を
制
御
し
た
、
海
洋
性
気
候
の
地
域

（
愛
知
県
、
茨
城
県
、
大
分
県
、
高
知
県
）
が
、
国
内
で

も
産
地
と
し
て
成
立
し
て
い
る
事
由
で
す
。

　

世
界
の
総
栽
培
面
積
は
約
５
５
０
ha
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

が
２
５
０
ha
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
が
１
０
０
ha
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
種
苗
導
入
に
高
額
を
要

す
る
だ
け
で
な
く
、
流
通
段
階
で
鮮
度
が
低
下
し
や
す
い

た
め
、
輸
入
の
影
響
は
受
け
に
く
い
品
目
で
す
。

　

温
度
条
件
さ
え
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
生
育
旺
盛
で
単
位

当
た
り
の
収
穫
本
数
も
多
く
、
周
年
生
産
や
据
置
き
栽
培

が
可
能
で
す
。
販
売
収
入
と
、
労
働
力
の
有
効
利
用
面
か

ら
も
、
有
利
性
が
高
い
品
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

・・・
栽
培
や
流
通
上
の
注
意
点
・・・・・・・・・・・

栽
培
上
の
注
意
点
は
何
で
す
か
？

温
度
管
理
で
す
。
生
産
か
ら
流
通
、
消
費   

に
至
る
ま
で
、
生
態
的
適
温
を
理
解
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

1 

栽
培
上
で
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と

　

基
本
的
に
気
温
、
地
温
と
も
25
℃
以
上
で
は
花
芽
を
作

ら
ず
、
植
物
体
は
消
耗
し
、
休
眠
に
向
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
品
種
改
良
に
よ
り
反
応
の
品
種
間
差
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
地
下
部
の
根
茎
が
温
度
に
よ
っ
て
形
態
変

化
し
、
収
量
や
出
荷
時
期
を
変
動
さ
せ
る
点
は
同
じ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
第
1
表
に
挙
げ
る
生
育
の
発
達
条
件
に
沿

っ
た
制
御
技
術
を
、
第
2
表
の
よ
う
に
具
現
化
し
、
導
入
、

改
良
、
発
達
さ
せ
ま
す
。

2 

流
通
上
で
最
も
注
意
す
べ
き
こ
と

　

収
穫
後
か
ら
流
通
、
消
費
（
観
賞
）
ま
で
に
20
℃
以
上

の
高
温
に
遭あ

う
と
、
茎
葉
の
黄
化
、
花
弁
や
花
糸
の
落
下

な
ど
、
鮮
度
や
花
も
ち
日
数
が
著
し
く
低
下
し
ま
す
。
商

品
性
を
確
保
す
る
た
め
、
収
穫
直
後
か
ら
鮮
度
低
下
の
対

策
技
術
を
駆
使
し
ま
す
（
第
2
表
）。

QA

A Q

↑「プリマドンナ」。華麗なピンク色で
花もちに優れる品種。
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98 2008. タキイ最前線 秋号

生育相 該当
時期 発達条件 気候・

ハウス条件 制御技術

休眠
（開花集中期
　　後期から）

春 高地温（約18～20℃）による回
避、離脱 低温、低地温 地中暖房、春の収穫ピーク

後半からの高温管理

シュート形成 夏 高地温（約18～20℃）
短日

高地温
長日 短日化（シェード）

花芽形成 夏秋 低温、低地温（16～20℃以下）
長日

高温、高地温
短日方向

冷房、地中冷却など地気温
低下対策
長日化（電照）

開花 秋冬 高温、高地温
高日照

低温
低日照

暖房、地中暖房
同化促進（ナトリウム灯電照）

第1表　春定植加温、地中冷却作型据置き栽培の生育相別発達条件と制御技術

技術項目 当初技術
（1970年代後半～1980年代初期）

中間期
（1980年代～2000年代初期）

現況技術
（2000年代～最新）

施設 既存ハウス、軒の低いハウス 軒高単棟ハウス 軒高のパイプ・鉄骨連棟

使用品種 原種利用、季咲き性の強い
四季咲き系（四季咲き性低）

原種間の交雑初期品種群：タイプ別品
種、四季咲き性低→高
品種移行期

四季咲き性の強いハイブリッドタイプ
品種主体

定植時期 秋～初冬期（10～11月） 春定植（4～6月） 春定植（4～6月）

定植様式 2条チドリ植え
2条チドリ植え、1条植え、1条に近
い寄せ2条チドリ植え、地中冷却1条
植え

2条チドリ植え、1条植え、1条に近
い寄せ2条チドリ植え、地中冷却1条
植え、地中冷却2条チドリ植え

潅水施肥技術 元肥、置肥主体の分施
ノズル潅水

元肥、置肥・液肥による
分施ノズル潅水

養液土耕による液肥主体施肥方式の
定着拡大、ノズル潅水併用

土面マルチ資材 わら、堆
たい

肥
ひ

類 輸入わら、堆肥類 輸入バカス
ハウス内気温・
地温制御方式

遮光、土面マルチ、多潅水、換気扇、
暖房機ダクト

遮光、土面マルチ、地中冷却、換気扇、
暖房機ダクト

遮光、土面マルチ、地中冷却、
地中冷暖房、循環扇、

設定温度
気温：目標昼温20℃
加温温度：最低約5℃
冬季地温：成りゆき
地中冷却温度：地下水成りゆき試行

気温：目標昼温20～25℃
加温温度：最低6～8℃
冬季地温：成りゆき（10℃以下有）
地中冷却温度：15～17℃

気温：目標昼温20～25℃
加温温度：最低8～16℃
地中加温：14～16℃
地中冷却温度：16～20℃
休眠制御地温：約18～20℃

電照（日長操作） 無→白熱球による長日化試行 白熱球による長日化 ナトリウム灯による長日化、
補光（加温）効果

鮮度保持対策 低温化：成りゆき、低温場所の
利用など

冷蔵（保冷）庫利用、切り花前処理剤の
利用、保冷車輸送

冷蔵（保冷・予冷）庫利用、切り花前処
理剤の利用、縦箱給水荷姿、（施設予冷）、
冷房車輸送

主要作型の収穫
（出荷）時期 4～6（～7）月、10～11月 9月～6月 周年

第2表　主要作型（春定植加温、地中冷暖房）の栽培技術の変遷

・・・
品
種
の
選
定
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
新
品
種
も
多
い
と

聞
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
品
種
を
ど
う
や

っ
て
選
べ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

作
型
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
条
件
は
異
な
り

ま
す
。
選
定
の
際
は
事
例
を
参
考
に
、
品

種
ご
と
の
特
性
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

1 

品
種
選
定
が
経
営
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
!

　

主
体
と
な
る
春
定
植
の
加
温
・
地
中
冷
却
作
型
（
99
頁

図
）
で
は
、
周
年
開
花
性
が
安
定
し
て
高
く
、
収
量
が
多

い
品
種
を
主
体
に
選
定
し
ま
す
。
特
に
、
秋
か
ら
初
冬
季

に
か
け
て
多
く
開
花
し
、
品
質
が
高
く
、
据
置
年
も
開
花

時
期
、
収
量
、
品
質
の
パ
タ
ー
ン
が
新
植
年
と
同
様
で
あ

れ
ば
理
想
で
す
。
地
中
冷
却
の
必
要
な
品
種
で
は
、
生
育

期
間
中
（
６
〜
９
月
）
の
冷
却
温
度
と
、
品
質
、
開
花
時

期
、
収
量
性
と
の
関
係
を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

2 

育
成
経
過
か
ら
見
た
品
種
選
び

　

も
と
も
と
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
南
米
に
広
く
自
生
分

布
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
０
０
種
以
上
あ
る
う
ち
の
数
種

が
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
改
良
さ
れ
、
そ
の
後
は
営
利
品
種

が
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

品
種
選
抜
地
を
世
界
に
広
げ
、
育
種
へ
の
導
入
種
も
拡
大

が
図
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
新
品
種
が
現
場
に
提
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
初
の
営
利
品
種
は
、
原
種
の
特
性
を
そ
の
形
態
や
生

態
に
よ
く
反
映
し
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
品
種
が
主
体
の
た
め
、
形
態
か
ら
生
態
を
推

測
し
、
品
種
選
定
や
管
理
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
新
品
種
の
特
性
把

握
は
品
種
ご
と
に
行
う
の
が
必
須
で
す
。

　

国
内
の
種
苗
会
社
の
試
作
圃ほ

場
、
農
家
向
け
試
作
苗
の

栽
培
結
果
、
試
験
場
の
品
種
比
較
試
験
の
結
果
を
参
考
に
、

A Q
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99 2008. タキイ最前線 秋号

区分 作型 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 適用品種・摘要

既
存
作
型

春定植加温
プリマドンナ、ハニーソフ
ィア、セナ、オルガ、セッ
トポイントなど。

地中冷暖房
レベッカ、オレンジクイン、
ドリームランド、メイフェ
アー、プッチーニなど。

露地
メキシコ、ビクトリアなど
耐越年（耐凍）性、細菌性病
害抵抗性品種の利用。

変
更
予
測
作
型

春定植加温
低温越年

品種は当面、既存作型の春
定植加温に準ずる。冬季約
5℃～以下加温。

地中冷暖房周年
切り花

品種は既存作型の、地中冷
却作型に準ずる。地中温を
優先制御。

秋定植保（補）
温および春秋
定植着蕾開花
期雨よけ

着蕾開花期雨よけ作型では
メキシコ、ビクトリアなど
耐越年（耐凍）性、細菌性病
害抵抗性品種の利用。秋定
植保（補）温作型では、春定
植作型品種から選定利用す
る。適用品種の選定拡大。

図　寒冷地・寒地のアルストロメリアの作型（既存作型と暖房燃料高騰にともなう移行予測作型）

育苗期 定植：春秋定植と期間
生育期

加温終了無加温開始 加温開始無加温終了
収穫期

仮植鉢替 （　　  ） 直接定植あるいは仮植鉢替 （（　     ））・秋定植と期間（　　  ）
（　制限または量少） 地中冷却期間 地中加温期間

雨よけ終了雨よけ開始

（         　　  ）

（　　  ）

（　　  ）

間
引
き
や
収
穫
、
調
製
の
作
業
性
、
開
花
シ
ュ
ー
ト
の
商

品
化
率
な
ど
も
確
認
し
た
う
え
で
導
入
し
ま
す
。

3 
苗
の
流
通
と
導
入

　

苗
の
導
入
は
ほ
と
ん
ど
が
契
約
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

ま
す
。
苗
代
（
種
苗
代
）
は
許
諾
品
種
使
用
料
（
パ
テ
ン

ト
料
）
と
株
代
（
苗
代
）
で
構
成
さ
れ
、
１
株
当
た
り
の

価
格
は
品
種
の
新
旧
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
約

２
０
０
０
円
で
す
。
品
種
の
更
新
年
数
の
設
定
や
自
家
苗

で
の
改
植
な
ど
を
含
め
、
契
約
条
件
や
詳
細
内
容
は
、
オ

ラ
ン
ダ
を
主
と
す
る
育
種
・
苗
販
売
会
社（
国
内
代
理
店
）

に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・・・
作
型
と
１
年
目
の
栽
培
方
法
・・・・・・・・

栽
培
に
必
要
な
設
備
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
や
地
中
の
冷
暖
房
施
設
、
冷
蔵
庫

な
ど
で
す
。
燃
料
費
高
騰
の
た
め
、
省
エ

ネ
を
考
慮
し
た
作
型
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

1 

作
型

　

現
在
は
、
図
の
既
存
作
型
の
よ
う
に
集
約
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
高
冷
地
で
は
７
〜
９
月
の
需
要
拡
大
に
対
応
し

た
、
周
年
出
荷
作
型
が
拡
大
す
る
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
暖
房
燃
料
に
用
い
る
重
油
の
価
格
は
、
１
ℓ

当
た
り
80
円
以
上
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代

へ
対
応
す
る
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
併
せ
、
作
型

設
定
の
見
直
し
が
採
算
上
の
急
務
で
あ
り
、
変
更
予
測
作

型
へ
移
行
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

QA

　　    ））（（　　         ） （　　     　    ）
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100 2008. タキイ最前線 秋号

2 

導
入
１
年
目
の
栽
培
手
順

　

な
お
、
連
載
６
回
目
に
「
生
産
性
向
上
技
術
」
と
し
て
、

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
と
金
魚
草
最
新
課
題
へ
の
対
応
を
取

り
上
げ
る
予
定
で
す
。

1
苗
導
入

　

前
年
の
う
ち
に
、
種
苗
代
理
店
（
国
内
種
苗
会
社
）
へ

苗
を
発
注
し
ま
す
。

2
施
設
整
備

　

必
要
な
施
設
を
導
入
し
ま
す
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

次
の
三
つ
で
す
。

●
夏
季
の
低
温
化
に
配
慮
し
た
構
造
の
ハ
ウ
ス
。

●
主
要
作
型
で
は
地
中
冷
暖
房
施
設
（
10
ａ
当
た
り
５
〜

15
馬
力
、寒
冷
地
で
10
馬
力
程
度
）。

●
切
り
花
鮮
度
保
持
対
策
用
の
冷
蔵
庫
。

　

こ
の
ほ
か
潅
水
設
備
、
ネ
ッ
ト
、
支
柱
、
病
害
虫
防
除

資
材
、
選
花
荷
造
り
場
、
運
搬
用
具
な
ど
が
必
要
で
す
。

3
土
づ
く
り

　

次
の
基
本
的
な
事
項
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。

●
深
耕
お
よ
び
有
機
物
資
材
の
投
入
に
よ
る
土
層
の
改
良
。

●
土
壌
検
定
に
基
づ
い
た
、
石
灰
や
リ
ン
酸
な
ど
の
土
壌

改
良
資
材
の
投
入
。

●
陽
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
の
た
め
、
石
灰
、
苦
土
、

カ
リ
を
適
正
比
率
に
な
る
よ
う
施
用
。

4
施
設
設
置
と
苗
の
定
植

　

潅
水
設
備
、
地
中
温
度
制
御
の
配
管
（
潅
水
施
設
と
養

液
土
耕
施
設
と
の
併
設
）
を
設
置
し
て
苗
を
定
植
し
ま
す
。

5
ネ
ッ
ト
、
支
柱
の
設
置
か
ら
収
穫
ま
で

　

遮
光
資
材
お
よ
び
マ
ル
チ
の
展
張
と
潅
水
、
施
肥
な
ど

を
行
い
、
病
害
虫
防
除
の
管
理
も
徹
底
し
て
、
適
期
に
収

穫
し
ま
す
。

6
鮮
度
保
持
前
処
理
剤
の
処
理
、
荷
造
り
、
出
荷

↑地中と地上に配管し、ネッ
ト、支柱を設置、バ

※

カスマ
ルチ（低温期は軽減）をし
た状況。

↑荷造り出荷場のレイアウト。手前：
切り花の調製束つくり台、右奥：鮮
度保持剤前処理・荷造り室、左奥扉
：調製用冷蔵庫、左手前：梱包機。

↑改植時には、土づくりと施肥を深耕
ロータリーで行う。新植時はバック

　ホーによる排水、土層改良も加わる。

↑定植の際は、地中配管の中　
央に１条（標準）植えにする。

←
定植（2条植え）後、
地中の冷暖房管と地
上の潅水ノズルを併
設した状態（養液土
耕用チューブはこれ
から敷設）。

↑地中冷暖房用管を
植床へ埋設する。

↑定植時の苗。9㎝角ポット
の購入苗を4月に仮植し、
約1カ月の間順化（温度予
措含む）した後に定植する。

↑地中冷暖房ユニット。
写真のものは最大37.5

  kw（約15馬力）で15ａ
をカバーする。

↑冷蔵庫は、適期収穫、
収穫後の鮮度低下対策、
予冷で必要となる。

※文中で紹介している品種や資材は弊社では取り扱いのないものもございます。ご了承ください（編集部）。

↑収穫期のアルストロメリア。

※バカス…サトウキビのしぼりかすで、
乾燥、裁断、圧縮等された
ものが使用されている。
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